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研究要旨 

新潟・群馬・長野の 3県におけるプリオン病の発生状況を調査し、サーベイランス

委員会に報告するとともに、特異な経過等を呈した例は個々に発表・報告を行う。 

 

 

Ａ.研究目的 

新潟・群馬・長野 3県におけるプリオン病の

発生状況(人口に対する発症頻度、孤発性・遺

伝性・獲得性の割合)が、本邦の他ブロックと

比べ特徴があるか、あるいは前年度以前と比

べ変化があるかを確認する。 

 

Ｂ.研究方法 

新潟・群馬・長野 3県からプリオン病サーベ

イランスに登録された症例全例を対象とし、

主治医に症例情報を確認し発生状況を把握す

るとともに、特に経過を呈する症例に関して

は個別により詳細な臨床情報を確認する。 

 

 (倫理面への配慮)  

本研究において、対象症例のプライバシーの保

護に関する規則は遵守されており、また情報開

示に関し当施設所定の様式に基づいた同意を

取得している。 

 

Ｃ.研究結果 

平成 27 年度(平成 28 年 1 月 21 日現在)は新

潟・群馬・長野 3県においてサーベイランス

委員会からの調査依頼は 15例であり、うち 9

例の臨床情報が確認できた（6 例は情報未回

収のため引き続き調査中）。さらにこれまでの

サーベイランスにおいて情報が未回収であっ

た症例を再調査することにより 11 例の臨床

情報が確認できた。 

これら 20 例のうち、11 例が平成 27 年 9 月

のサーベイランス委員会で検討を経て、孤発

性 CJD probable とされたものが 3 例、

possibleとされたものが 1例（脊髄小脳変性

症 31 型との合併）、遺伝性 CJD V180I が 1

例であり、6例はCJDは否定的と考えられた。

残る 9 例は平成 28 年 2 月のサーベイランス

委員会で検討予定であるが、うち 1例は硬膜

移植後の発症であり獲得性 CJD と考えられ

る。 

 

Ｄ.考察 

今年度の新潟・群馬・長野 3県における CJD

の発生状況については、平成 27 年 2 月のサ

ーベイランス委員会での検討を待ち結論づけ

る必要があるが、1 例は硬膜移植による獲得

性 CJDの可能性がある。 

 

 



 

Ｅ.結論 

プリオン病は感染症の側面をもつ疾患である

ことから、引き続き新潟・群馬・長野 3県に

おける発生状況を監視する必要がある。 

 

Ｆ.健康危険情報 

なし 

 

Ｇ.研究発表（2015/4/1〜2016/3/31 発表） 

1.論文発表 

なし 

2.学会発表 

なし 

 

Ｈ.知的財産権の出願・登録状況 

(予定を含む。) 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

特記事項なし

 


